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資料情報という言葉は今日では誰もが常識として

知っておりごく普通の日常会話の中にも使われている.

日本語の中でシリョゥと発音する漢字には資料の

ほか試料史料飼料などいろいろの言葉が思いつ

く.それぞれの言葉の意味についてのべると科学的

用語の一つである試料は地質的な面では野外調査に

より採取した岩石鉱物片現地で採取した土壌河川

や他地下水柱とから汲みとった水また地下から吹出

して来るガスなど幅広く全て試料(S･mp1･)として取り

扱われている.また史料は歴史的な記録やまた歴

史の研究のために重要な意味をもつ材料.たとえば

奈良県稲荷山古墳から出土した鉄剣に記された文字太

安万侶の墓誌狂どはいずれも日本歴吏研究上の情報的価

値の高い史料(Histri｡｡1Mat.ria1s)と考えられる.

飼料は単純に植物の肥料に相当する家畜などにあた

えるエサでありここに特に言葉の意味として我々

が考えている資料と直接に関係は狂いが別の見方から

試料や史料またこれらから得られる結果その他の情

報から研究の発展があるとすれば研究の発展のため

のエサ肥料すなわち栄養素として考えることも

そのシステムからは類似しておりここに同列にならべ

てみた.

情報とは何か

単に情報というと戦争中内閣の中に設けられた情報

局が思いうかび情報活動が直ちにスパイ活動につ狂

がるかのようなあまり良い印象は残っていない.

しかし情報は単に戦争や戦略につながるものが全

でではなく我々の地球上の現象生命活動から科学

経済社会の全てにわたって情報祖くては生存できな

いシステムに狂っている.

論理的に考乏ると情報とは人間の知的あるいは情

緒的滑動の所産であって他に伝達することのできる内

容そのものを指している.情報そのものは元来形を

もっていない抽象的概念であるために実際にわれわれ

が情報を他に伝達しようとすれぱそのための媒体

すなわち何等かの具体的方法によらなければならない.

電波という形で送られてくる情報は今日ラジオや

テレビで聴いたり見たりするしまた言葉記号

図形などによって情報を印刷した書物雑誌や地図

写真などによって知識を得ている.単的にいえば

われわれの生活の中にはひじょうに多くの情報があり

これら情報の海の中で生活し互いに情報の交換を行い

ながら国家社会の営なみが行われているのである.

社会活動か生活活動のための情報のほかに専門的情

報がある.科学技術など専門的職業についている人

は常にその分野における最新の情報をつかんでいなけ

ればなら狂い.このことは現在のように技術革新

のサイクルがますます短かくなっている環境の中では

最新情報の価値が非常に重要な役割を示す.企業の

場合個人企業の場合は情報の吸収の遅れをとりもど

すのにそん柾に時間も必要としないし費用もかから

ないですむが大企業や大きなプロジェクトの場合は

情報の占める割合が大きくその成否の鍵にたることも

多い.例えば鉱山開発の場合その調査機器の精度

調査方法のシステム柱とまた金属市況桂ど経済事

情恋ど十分にかつ正確に把握しなかったために失敗

した例は非常に多い.とくに近年ではこれらの事情

のほかに資源国の事情や外交政治などその国の政

治環境などが加わった情報の占める割合が高くなりつ

つある.通称カウントリｰリスクとも言われるもの

で現在世界のエネルギｰの供給国で構成されてい

る“OPEC"の動向で世界中が一喜一憂している

ことでもこのよう祖関連情報の重要性がクロｰズア

ップされている.

現在日本の繁栄を支えている輸出の好調も情報と

重要な関係がある.外国の鉱物資源の賦存状況だけで

なく外国から鉱石原料を輸入しこれらの原料を利用

して付加価値の高い製品を輸出することによって外

資を得ている.

これらの付加価値は製品の研究開発製造プラント

において最新の科学技術情報やノウハウ情報を取入れ

たことにより得られる.

先般特許庁熊谷長官の北京での講演(工業技術V･L

20,No.a1979.(pp-68-72))要旨にもあるように特許の

出願からみればアメリカ国内における出願件数にお�



いては西独にならんで大幅に増大し先進

国と対等になりまた世界における特許出願件

数は昭和50年において日本人約16万件ア

メリカ人約15万件西独人約9万件西独を

含めたEC全体で約20万件であり日本はアメ

リカECとならんで市場経済諸国の3極

の1極を占めていることを示している.そし

て特許情報についてわが国と外国とのクロ

スライセンス制すなわち技術の国際交流を促

進することの重要性についてのべている.

最近このような情報の国際交流について地球

科学分野のデｰタバンクである各国地質調査

所の図書館資料室がそれぞれの所蔵する情

件
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世界の動き

昭和52年7月英国地球科学研究所Wo･DLAND(ウ

ッドラン)所長から国際的地球科学文献情報の国際的交

流をはかるため各研究所図書館長による協会を設立

し国際的に地球科学に関する文献交流のシステムを確

立したいという呼びかけがあり昭和53年2月には合

衆国地質調査所図書館長G.H.Go0DwIN(ゴｰドウイ

ン氏から4月10-12目にロンドンにおける地球科学

情報に関する国際会議に参加し地球的視野での資料情

報を図がりたいという要請状を受けている･これらの

会議には都合で参加できなかったが地球という一つの

目標をもつ研究は世界的にまたがる研究でもあり世

界的に情報を交換しそれを運用することカミ必要であ

ることの認識から原則的には協力し同調する意思を示

している.

以上の会議で討議された主な内容は
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年間に収集した資料情報文献のリストの交換

国際間の文献図書資料の貸出しシステムの可能性

図書館相互によるニュｰスレタｰ(ルω∫〃炊)の発行

国立地質調査所の地球科学報告善の交換方法の改善

協会加盟国の増加

などである.

現在日シドンでの国際会議に出席しこの協会設立

に協力した加盟国は英国米国フランス西独オ

ｰストリアカナタデンマｰクスウェ』デンイン

ドの9カ国であり今回改めて地質調査所に対しての

加盟勧誘がある.

近代化の道

地球科学分野における資料情報はその研究や技術の

図書形態
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USGS刊行物数の年変化図

領域の細分化精密化多様化と共にその量も急速に増

加し一般の図書館と異なる専門図書館では従来の人

手だけにたよるという体制では処理しきれない段階に来

ている､このような結果は世界の先進国で研究が進

められている電算機すなわちコンピュｰタｰによる

検索システムの確立であろう.

地球科学分野における文献量はどのように増大して

いるのだろうか.

この問題について科学技術文献サｰビスに(N｡.73.

1975)興味のあるグラフが示されている.これは合衆

国地質調査所における刊行物数の年変化図で刊行物は

図書形態の屯のと地図形態のものの2種類に分類され

ておりその増加は太平洋戦争前後に谷間を造っている

かその後急速に増加し1972年には400件にも達す

る大量の刊行物の増加が示されている.

ちなみに地質調査所の出版物刊行件数は雑誌図

書形態のもの30-40件地図形態のもの20-28件を

発行している.(昭和45-52年度)

また地球科学の中における研究分野の多様化細分

化は著しいことが認識され科学知識量として0)情報

量の幾何級数的増大により機械処理の時代に入ってい

ることがうかがわれる.

昨年度地質調査所でも試行したGeoRefやJICST

などの二次情報の磁気テｰプを利用した電算機による検

索提供サｰビスは今後ますます必要性が高まりそ

の量も増してくることが予想される.したがって20

万点にも及ぶ地質調査所蔵書文献資料の処理を行

った上で研究者にサｰビスを行なうためには機械化

にたよらざるを得ないことは必須であろう･

数年来地質調査所においても機械化導入に対する研

究の一端としてAmericanGeo1ogica1Institateでつ

くられているG蟻｡R軽王の磁気テ]プを導入し試験的に

運用を行った.GeoRefの磁気テｰプは1961年以来の�
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ものが準備されているが資料室で試験的に導入して

利用したものは昭和54年度版(1979)のものでこの1

年間に入力された文献が中心とたっている.文献は

1ヵ月当り3,000～4,000件が入力されているが研

究内容にっいてまた研究活動の空白期にあたり利用

者が要望する研究対象のものが希望通りに検索できな

いこともある.研究の内容による偏りをなくしある

程度の情報検索を効果的に行うためには少なくとも

5-10年以上の期間の磁気テｰプが必要であろうしま

た地球科学という息の長い研究の情報では最新のもの

よりも古い文献が重要視されることも多レニ.

とくにここ1世紀の間に急速の進歩カミみられ研究の

ための機器開発は過去の古い文献情報を見直しこれ

らの新鋭機器を使用して研究の同定や是正を行なう

ことが重要な仕事の一つともなりうるしその結果

従来過去の研究からは鉱物資源などの期待のもてな

かった地域でも見直し研究によって新しい鉱床地帯

ともなりうることもあるのである.

情報は研究を発展させるための血液でありまた

栄養素であることを研究者自身は衆知のことであると

思われる.人間が飲んだり食べたりする時には“お

いしい"とか“まずい"とかの判断をし租がら口に入れ

てその生命を維持しているのと同様に情報も研究者

により多数の情報の中から取捨選択し自らの研究の

発展に役立たせている.しかしこれらの情報を効果的

に且つ機能的に整理し利用するためどれほど人

力資力がかかるかを認識している人は少ないので

はないだろうか.

資料情報が自然に研究者のもとに送付されてく

る世界的に著名な研究者は別として研究者は常に

たえま祖く社会に先行する情報を吸収しこれをリ｣

ドして行く研究が行われなければならない.そのた

め研究所の発展のためには研究所のデ]タバンクの

整理と機能的運用が必要でありそのため情報処理や

管理のための近代化が要望されている.

7月20目その概要がまとまったとされている国立図

書館情報大学は｢図書館情報学に関するユニｰク匁教

育研究活動を行うと共に図書館その他各種情報･資料

センタｰで先駆的な活動のできる専門知識･技術と応

用能力を備えた高度の専門職員を養成し学術文化の進

展に寄与する｣という目的で筑波研究学園都市の筑

波大学に隣接した土地に建設されるという.

その開校は来年4月で図書館情報学部図書館情報学

科という一学部一学科ではあるがその内容は高度で

文学経済学理学医学工学など各学問領域につい

ての総合的な知識をもち情報を適切に選択処理でき

る新しいタイプの専門家の養成を目指し伝統的な図

書館学と電算機を利用しての情報検索伝達などの研

究を行うユニ｣クな研究領域で世界でも初めてという

特殊の大学でもあり研究行政経済界でも注目さ

れている.

このような動向は資料情報が社会活動の全ての分野

にわたって重要柱要素であることを示すにほかならな

い.稲や野菜を作ら粗くなった百姓魚を獲らなくな

った漁師がうえるように資料情報に認識をもたない

研究者はやがてその研究に行詰りがくるだろう.

昨年川口市立図書館が図書整理なら

びに貸出返納処理のために導入した

コンピュｰタｰシステム機器の一部�


